
（別紙様式）                                                                                            （Ａ３判横） 

 令 和 ８ 年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼玉県立大宮中央高等学校 ） 
 

 

目 指 す 学 校 像 
多様な学習システムにより、生徒の可能性を伸ばすとともに、他者を尊重する精神を養い、

主体的に行動できる生徒の育成を目指す。 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 様々な環境の中で生徒が主体的に学ぶ力を育成する。そのための教材を開発するなど多様な働

きかけを行い､授業改善を進める。また､生徒にとって魅力ある学校づくりを進める。 

２ 「決意･計画･継続」を土台として､生徒の自己管理能力の向上を図り､生活マナーなど他者を尊重する態度を醸

成する｡また､自己の可能性を発見し､社会で生きていく力をさらに伸張するためのサポートを行う。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者    名 

    生徒       名 

    事務局(教職員)   名  Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)    

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年度評価（令和  年  月  日現在）  実施日（令和  年  月  日） 

番 号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達 成 度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等 

１ 

【通信制の課程】 
❶多くの生徒は意欲的に学習に取組む
が、困難を感じる生徒も存在する。
個々に対応した指導の工夫が必要であ
る。 
❷生徒の進路実現に向けて外部機関と
の連携を図り、更に魅力ある学校づく
りを進める必要がある。 

❶生徒が意欲

的かつ効果的

に学習できる

よう、ＩＣＴ

の活用も含め

指導方法の工

夫・研究を行

う。 

❷生徒の進路

意識の向上に

繋がる取組を

行う。 

【通信制の課程】 
❶生徒が主体的に学習活動に取り
組むように､レポート･授業改善の
他､ICT活用(DX加速化推進事業)を
推進する。 
❷学習サポーターを活用する他､
様々な外部機関と連携し進路指導
を充実させる。 ○学習手帳の他、学習・受講ガ

イドの活用状況 
○外部機関との連携状況 
○ＩＣＴを活用した授業改善の
推進状況 
○生徒の学力の伸長状況 
○単位の修得状況 
○進路実績と高校卒業に向けた

生徒の取組状況とその満足度 

【通信制の課程】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通信制の課程】 
 
 
 
 
 
 

  

【単位制による通信制の課程】 
❶新たなｵﾝﾗｲﾝ相談体制の活用、総探ﾘｻ
ｰﾁｺｰｽにてAI・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽを活用し文理
横断的学習を強化する。 
❷多様な進路希望に対応するため、上
記相談を充実させ、更なる積極的な働
きかけを行う。 

【単位制による通信制の課程】 
❶ｵﾝﾗｲﾝ相談を活用、効果検証を
行い、授業等指導力向上に繋げ
る。 
❷情報提供をすると共に、相談体
制を周知し、穏やかに背中を押す
指導を展開する。 

【単位制による通信制の課程】 
 

【単位制による通信制の課程】 
 
 
 
 
 
 

 

【単位制による定時制の課程】 
❶多様な生徒が多く入学しているた
め、生徒の状況に応じた多様な学びの
充実を図る必要がある。 
❷生徒の進学・就職のニーズも多様化
している中、支援体制の充実を図る必
要がある。 

【単位制による定時制の課程】 
❶各教科、学習指導部、教育課程
委員会等と連携し、多様な講座を
開設する。 
❷担任・進路指導部が連携して多
様な生徒のニーズを把握し、進路
相談・進路指導体制の強化を図
る。 

【単位制による定時制の課程】 
 

【単位制による定時制の課程】 
 
 
 
 
 
 

 

２ 

【通信制の課程】 
❶それぞれの生徒に沿った生活指導を
通じて自己管理能力、他者を尊重する
態度を醸成させる必要がある。 
❷心のケアが必要な生徒が多く、個に
応じた教育相談体制を充実させる必要
がある。 

❶生徒の規範

意識の向上と

他者を尊重す

る姿勢を醸成

する。 

❷適切な情報

発信と、きめ

細やかな指導

を充実させ

る。 

【通信制の課程】 
❶スクーリング時の巡回指導、丁
寧な声掛けをとおして自己管理能
力、規範意識を高める。 
❷登校日を活かして積極的に生徒理
解に努め、教育相談室･教育相談窓
口の周知･活用を進める。 

○マナーを守り、けじめを持っ
た学校生活の状況 
○教育相談室の積極的なPRとそ
の活用状況 
○学校案内やホームページ、学
校説明会での積極的な情報発信
の状況 
○生徒との信頼関係に基づいた
指導状況 
○生徒の実態把握に基づいた適

切な対応の状況 

【通信制の課程】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

【通信制の課程】 
 
 
 
 
 
 

 

【単位制による通信制の課程】 
❶個々の悩みや不安に対応するｵﾝﾗｲﾝ相
談も活用し、自主自律を穏やかに促
す。 
❷転編入学に関し、HPで懇切丁寧な説
明を行いﾐｽﾏｯﾁをなくし、更なる満足度
向上に繋げる。 

【単位制による通信制の課程】 
❶専門家の助言を受けつつｵﾝﾗｲﾝ
も併用し教育相談体制を更に充実
させる。 
❷HP にて説明動画を準備し、理解
を促す。問い合わせに対し内容を
基本・統一とする。 

【単位制による通信制の課程】 
 

【単位制による通信制の課程】 
 
 
 
 
 
 

 

【単位制による定時制の課程】 
❶様々な課題を抱えた生徒が多く在籍
しているため、教員間の共通理解を更
に図る必要がある。 
❷教育相談体制の更なる充実を図り、
効果的に生徒の相談に応じる体制を構
築する必要がある。 

【単位制による定時制の課程】 
❶全教職員による立哨・巡回指導
での声がけを通じて、教員・生徒
間の信頼関係を構築する。 
❷教育相談室と教員、管理職間の
情報共有を図り、生徒の悩み・不
安を解消していく。 

【単位制による定時制の課程】 【単位制による定時制の課程】 
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